
森 中 新 市 長 就 任 に 係 る 
臨  時  記  者  会  見 

 

日 時：令和５年２月 20 日(月) 
午前８時 45 分から午前９時 15 分まで 

 
場 所：守山市役所 ３階 31 会議室 

 
                 幹事社：産経新聞社・ＮＨＫ 
 
１ 開    会 
 

 
２  市長就任にあたって 
 
 
３ 質 疑 応 答 
 
 
４ 閉    会 
 
 
 

【次回の予定】 
 
 ２月定例記者会見 
 

令和５年２月 24 日（金） 午前 11 時から 守山市役所 ３階 31 会議室にて 
 



令和５年（2023年）２月 20日 

守山市長 森中 高史 

職員の皆様へ  ～市長就任に当たって～ 

 

１．  基本的スタンス（職員の皆さまへのお願い）  

 

 〇 危機管理について、とにかく第一報を迅速に。悪い情報ほど、早く上げる。 

   ～365日 24時間、ロゴチャット等を活用して。 正常性バイアスを排除～ 

 〇 仕事のやり方を合理的に。いまのやり方は本当に最良の方法なのか常に検証。 

   ～新庁舎は絶好の機会。 上司は部下の改善提案をまずは受け止めて～ 

 〇 私のスタイルは、トップダウンよりボトムアップ。しっかり議論⇒迅速に結論。 

   ～職員の皆様からの提案が必要不可欠。若手からの提案を形にしよう～ 

 〇 徹底現場主義。答えは現場にある。 

   ～なるべくこの目で見て、参加したいので、積極的に秘書室に情報を！～ 

 〇 変えることをおそれない。より良い技術や新しい手法を積極的に取り入れる。 

～「できない」と思う前に「どうしたらできるのか」というアプローチ～ 

〇 積極的な連携とコラボ（縦割りを排除し、「おせっかい」と「お互い様」の気持ちで） 

   ～「自覚者が責任者」の気持ちで。 県や他市町、国の各省庁等との連携も～ 

 

２． まちづくりの方向性（総論）  

 

 〇 「伸ばす」ものは徹底的に、スピード感を持って伸ばしていく。  と同時に、 

困難を抱えた方々などに「寄り添った」施策を重視する。（長期的視野での検討も） 

   ～「伸ばす」施策で得た果実（税収、人口増等）で「寄り添った」施策を実施するサイクル～ 

〇 「伸ばす」施策の例 

⇒ 子育て世代の負担軽減、企業誘致、中心市街地や湖岸の活性化 など 

 〇 「寄り添った」施策の例 

⇒ 不登校児やヤングケアラーへの対応、もーりーカー利用促進・運用改善、 

医療・介護・福祉の一層の連携・強化、地域での居場所づくり、 

地域の空洞化を食い止め担い手を確保する施策の検討 など 

 

地域の絆が残り、活力があり前向きな動きが多い守山なら、 

10年後、20年後を見据えた、人・自然・びわ湖、みんなが幸せな 

サステナブルなまちづくりを進め、 

守山を元気に、守山から滋賀を、滋賀から日本を元気にできる！ 

職員の皆さまと一緒に、全国のモデルとなるような日本一のまちづくり、 

守山の新時代を作り上げていきましょう！ 

参考 令和５年２月 20 日

臨時部課長会資料 




